






































































































































得点 ＃１７ ＃2３ 
3.03 
1.09 
49.95 
７．４０ 
3.02 
1.07 
Ｍ皿
ﾋﾞｱｿﾝの相関係数(,）0.1ゴー0.2㎡
1b<010（ﾉV=94） 
表の２からは、衝動型の学習者ほど、英単語を覚えるとき発音をイメージや映像と結びつ
ける傾向があることがうかがえる。また同じく衝動型の学習者は、英語の勉強がどうすれば
うまく進むのかという方法を探す努力をしていないことが分かる。言い換えれば、熟慮的傾
向が強い学習者ほど、自分の勉強方法についてよく考えていることになる。
表３男子生徒のＩ得点と相関関係･傾向が確認された学習ストラテジー使用得点の平均(Ｍ)と
標準偏差(sD)及びＩ得点との相関係数
得点＃1７＃3７＃3９体験型
51.05 
７．０８ 
3.03 
1.20 
2.72 
1.32 
3.36 
1.27 
6.79 
2.02 
Ｍ、
ピアソンの相関係数(r）0.28ヤ0.29↑0.31＊0.26ヤ
１ｹ<0]ｄｉ,<００５（/V=39） 
｢体験型因子｣を構成する質問項目番号:＃39,#4１
表の３は衝動的認知スタイルを持った男子のデータであるが、先の表２同様、発音とイメ
ージや映像と結びつけ英単語を覚える傾向が見られる。またその傾向は、男女を合わせた全
体の数値より強くなっている。また、衝動型の男子の特徴としては、ＬＬなどでネイティブ・
スピーカーの自然な英語を聞きながら英語の勉強をすることを好むことや、自ら進んで指示
文を読むなど、学習者が積極的に英語学習に取り組む．体験してみようとする態度があげら
れる。
表４女子生徒のＩ得点と相関関係･傾向が確認された学習ストラテジー使用得点の平均(Ｍ)と
標準偏差(S､)及びＩ得点との相関係数
得点＃２＃3９
49.28 
７．６１ 
3.24 
0.26 
３．０７ 
１．２６ 
Ｍ、
ﾋﾟｱｿﾝ相関係数(r）－０２８＊-0.2ず
やく０．０５（ﾉV=55）
－４２－ 
佐藤：日本人中学生の｢熟慮型／衝動型｣認知スタイルと英語学習ストラテジー使用の関係
表の４は衝動型に関する女子のデータであるが、二つの質問項目とマイナスの相関関係が
確認された。すなわち、熟慮的認知スタイルを持った女子ほど、文全体から未知語の意味を
推測しようとしていることや、先の男子とはまったく逆に熟慮的な女子ほど自ら進んで指
示文を読んでいることが分かる。
表５Ｅ得点と相関係数･傾向が確認された学習ストラテジー使用得点の平均(Ｍ)と標準偏差(SD)及び
Ｅ得点との相関関数
Ｅ得点＃７＃1９＃2２＃2４＃2６＃3３＃３９自己ﾁｪｯｸ体験型
ＭＯ３０ 
ＳＤ １２．３２ 
ビアソンの相関係数('）
ピアソンの相関係数(r）
2.88２．９７１．８９３．６０３．７３３．７６３．２１24.996.47 
1.25１．２３１．１４１．０８０．９４１．０７１．２７５．３４1.97 
020ｆ０１ゴーO1gfO2801gfO1ざO27020f020↑＊ ＊ 
１i，<０１０，%p<００５（ﾉV=94） 
｢自己チェック的積極的取り組み因子」を構成する質問項目番号：＃7,#9,＃10,#23,#２４
｢体験型因子」を構成する質問項目番号：＃39,＃４１
表の５はＥ得点と学習方略の関係についてのデータであるが、効率的な学習者ほどよく辞
書を引くこと、人から誤りを指摘されたらその理由を考えるなど自己チェックしながら積極
的に英語学習に取り組んでいること、英単語は声に出して覚えること、英語が思いつかない
ときは他の人の助けを借りること、進んで指示文を読むなど体験型の学習を好むなどの傾向
が見られた。また、非常に数値は弱いが、効率的な学習者はテレビやビデオを英語の勉強に
なるからとの理由で視聴してはいないことや、良い成績をとることが彼らの英語学習の動機
付けの一端を担っていることが推測される。
４．まとめ及び今後の課題
上では単にＩ得点及びＥ得点と学習方略との間の相関係数を示しただけである。そこで
本調査で確認された事実について、この調査のみでその原因を探ることや、なぜ男女差が生
じたかについて説明を加えることは当然のことながら不可能である。しかしながら、「熟慮
型／衝動型」の違いが、全体としての学習ストラテジー使用に与えた影響（表２．５）に
ついては、それぞれの認知スタイルの特徴から説明可能ではないかと思われる。例えば、衝
動的な学習者よりも熟慮的な学習者の方が英語の勉強がうまく進む方法を見つける努力をし
ていることや、効率的な学習者の方が辞書をよく引いたり、自己チェックしながら英語学習
を進めたり、分からないときは他者からの援助を積極的に求めるといった事実は、その性格
上、容易に想像がつくことである。以下では、いくつか興味深いと思われる結果についての
み考察を加えていく。
まずはじめに、衝動的な学習者は英単語を覚えるときその発音をイメージや映像と結びつ
ける傾向が見られた点である。背景と目的にある記述だけから見ると、熟慮的な人間の方が
衝動的な人間よりもあらゆる面で優れているように思われがちだが、正しい答えを要求しな
い発散的課題、例えばある言葉から様々なものを連想させるとか、あるものを手がかりに情
報探索などをする行動においては衝動的な人間の方がその遂行力が高いとする報告（沢田他
1974）がある。その連想力や』情報検索能力の高さが単語を暗記する際、色々な手段（イメ
ージや映像）を利用するといった行動を取らせた可能性がある。次に２点目として、効率的
な学習者ほど英語の勉強に役立つという理由では、テレビやビデオを積極的には利用してい
ないという傾向が見られたことである。日本では国策のように実践的な英語力の養成を調い
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ながら、実際の教育現場では受験という壁があるため、依然として暗記やドリル、訳読中心
の学習が進められているのが事実である。効率的な学習者にとっては、ビデオやテレビを活
用しながらの英語学習は即効性が無く、逆に学習効率を下げてしますという認識があるのか
もしれない。またビデオやテレビを媒体にして養成されるリスニングカや会話能力が、実際
に評価される場面で未だに大きな比重を占めるに至っていないという事実を反映しているの
かもしれない。最後に３点目として、衝動的の認知スタイルを持った男子と女子では、進ん
で指示文を読むなど、学習者が自ら進んで学習を体験するという態度に全く反対の反応が見
られた（男子で肯定的、女子で否定的）ことである。またネイティブ・スピーカーの自然な
英語を聞きながら英語の勉強をすることを好むなど、コミュニカテイブな学習環境を好む傾
向も衝動的認知スタイルを持った男子のみに見られ、女子には見られなかった点である。衝
動型の人間の大きな特徴の一つはその活動性に高さ（KaganetaL1964）にあるが、日本人中
学生の場合、衝動型の特徴は男子のみに顕著に表れることを示しているように思われる。
本調査も含め、認知スタイルや性格特性などの学習者要因が日本人の英語教育に与える影
響を示すデータは、第２言語習得環境で確認されたそれに比べきわめて弱い。そのため学習
者個々が抱える問題は、我が国の英語教育現場ではこれまであまり考慮されてきた問題では
ない。しかし、我々教育者の使命は、学習者それぞれに見合った最大限の教育的成果を個々
人に与えることである。拙い研究ではあるが、本稿がその使命実現の一助になればと願って
いる。
圧
１．本稿は、東北英文学会Proceedings第57回大会（2003）に掲載された内容の一部に加筆・
修正を加えてまとめなおしたものである。
２．先に示したＩ得点の公式（Ｉ得点＝解答数のＺ得点十誤答率（誤答数／解答数×100）
のＺ得点）から得られる平均の統計学的理論値は100である。しかし、先行研究では両
Ｚ得点の平均値をＩ得点にあてている場合が多く、本研究もそれにならい理論値50を
採用した。本稿で引用した桜井（1990）の得点もそれに従い筆者が変換したものである。
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① ② 今舎会
合倉会
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AppendixB:学習ストラテジー使用に関する質問紙
(１～２７学習方略；２８～３５動機づけ；３６～４１知覚的学習スタイル好'性）
先生があなたを指名しなくても、頭の中で答えを言ってみる。
知らない新出単語があったら、それが用いられている文全体からその意味を推測する。
英語で何かを言おうとする時、たいてい言いたいことをまず日本語で考えて、それから英語に直す。
言いたいことがうまく相手に伝わらない時、ジェスチャーを用いる。
英文を読む時、知らない単語の意味を調べる前に、文全体の意味をまず考える。
文章は文法の規則で分析せずに、できるだけそのまま暗記する。
辞書で単語をよく引く
教科書の後の単語リストで単語や熟語の意味を調べる。
英文を読む時、全体を読む前にわからない単語の意味を調べて、その意味を長文の横に書き込む。
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２
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４
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ｏ
９
Ⅲ
Ⅱ
⑫
田
叫
砠
肥
灯
肥
岨
刈
皿
皿
別
皿
朋
茄
幻
泌
別
別
Ⅲ
釦
羽
狐
拓
珊
師
胡
朗
仙
虹
正しく発音する努力をする。
単語や熟語は単語カードを利用して暗記する。
単語や熟語は単語テストで暗記する。
授業で聞き逃した単語や文法について、授業以外の時間に勉強したり練習する。
単語は何回も書いて覚える。
基本文は何回も書いて覚える。
参考書やワークブックで勉強する。
単語を覚える時、発音とイメージや映像を結びつける。
単語を覚える時、すでに習っている単語と結びつけて覚える。
単語は何回も声に出して覚える。
基本文は何回も声に出して覚える。
単語が思い浮かばない時は、日本語で置き換える。
英語の勉強になるからという目的で、テレビやビデオを見る。
英語の勉強がうまく進む方法を見つける努力をする。
人から誤りを指摘されたら、その理由を考える。
英語の勉強でわからないところは、他の人に教えてもらう
英語が思い浮かばない時は、他の人に教えてもらう。
英語を聞いてわからない時は、ゆっくり言ってもらう。
英語ができれば、英語を話す人々とより簡単に友人になることができるから。
より多くの様々な人々と出会い、話ができる様になるから。
将来、よい職業につくために必要だから。
社会的に認められるには、少なくとも１つの外国語を使えることが必要だから。
学校で英語の試験があることや、進学するための入試科目だから。
英語の試験でいい点数をとって、よい成績をとるため。
英語の試験でよい成績をとると、親がほめてくれるので。
英語の成績がよいと、先生や友達の評価が高まるから。
テレビ番組やビデオの教材を用いて勉強することが好きだ。
LLで外人の自然な英語を聞きながら勉強するのが好きだ。
グループになって対話練習やゲームをして勉強することが好きだ。
何かをする時、その指示文を誰かに読んでもらうより、自分で読む方がいい。
教科書を自分で読むより、先生の説明やテープを聞く方がいい。
何かをする時、その指示文を読んだり聞いたりするより、まずしてみる方が好きだ。
-４６－ 
